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氏 名 杉 山 弘晃

要 旨

本研 究 は，ユー ザ と自然 な雑 談 を行 うことでユーザ との 関係 性 を構 築す る，雑

談対話 システ ムに関す る研究 で ある．雑談対 話機 能 は，エ ンタテイ ンメン トや カ

ウンセ リング 目的のみな らず ，スムーズ にタス クを達成 した り，使 い勝 手 の良い

対話 システム を実現す る上 で も重 要 な要素 であ る．雑談対話 におい て，ユー ザは

対話 相手 の嗜好 や経験 （パー ソナ リテ ィ） を質 問 した り，それ に基 づ く非常 に幅

広 い トピックの 自己開示発 話 を行 う．雑 談対話 システ ムが これ らのユーザ発 話 に

適切 に応 答す るには，挨拶 や質 問 といった対話行為 の流れ を適 切 に制御 しつつ ，

ユー ザ のパー ソナ リテ ィ質 問 に回答 し，かつユー ザ発 話 の話題 に関連 した発 話 を

生成す る必要 が ある． さ らに，構築 した雑 談対話 システ ムを評価 す る上 では，高

コス トな人手 の主観 評価 に依 らず ， 自動 的 に低 コス トで評価 で きるこ とが望ま し

い ．

本研 究 では，上記 の要求 に対 し，以 下の4つ の要素技術 について論 じる．1つ 目

は，ユーザ の対話行為 に対 して システムが 出力すべ き対話行為 を適切 に推 定す る，

対話制御 に 関す る研 究で ある．提案 法 は，人 同士 の対話デ ー タに付 与 され た満足

度 に基づ いて システ ム対 話行為推 定モデル を学習す る ことで， よ り満 足度 の高い

対話 が可能 となる．2つ 目は，システム 自身 のパ ー ソナ リテ ィを問 う質 問に対す る

応答 生成 に関す る研究 であ る．大量 に収集 したパー ソナ リテ ィ質 問 ・応答 対 に基

づ く適 切 な質 問応 答 システム とともに，パー ソナ リテ ィ質 問 自体 につ いて の分析

を示す ．3つ 目は，任 意の話題 を持つユー ザ発話 に対 して関連 す る発 話 を生成す る

オ ープ ン ドメイ ン発 話生成 に関す る研 究で あ る．提案 法 は コー パス 中の係 り受 け

関係 に着 目す る，自動的に関連話題 を含む発話 の生成 が可能 とな る．4つ 目は雑 談

対話 システ ムを 自動的 に評価 す る枠組み に関す る研 究で ある．提案 法 は，所 与の

発話集合 に対 して，正例 ・負例 を含む大 量の リフ ァレンス発 話 を収集 してお き，
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（論 文 審 査 結 果 の要 旨）

本 研 究は ，ユーザと自然 な雑 談 を行 うことでユーザとの 関係 性 を構 築 する，雑 談 対 話 シ

ステムに関 する研 究である．雑 談 対 話 機 能 は，エンタテインメントや カウンセリング 目的 のみ

ならず ，スムーズにタスクを達 成 したり，使 い勝 手 の 良い対 話 システムを実 現 する上 でも重

要 な要 素である．雑 談 対 話において，ユーザは対 話 相 手 の嗜 好 や経 験 （パー ソナリティ）を

質 問 したり，それに基 づく非 常 に幅広 いトピックの 自 己開 示 発 話 を行 う．雑 談 対 話 システム

がこれらのユーザ 発 話 に適 切 に応 答 するには，挨 拶 や 質 問とい った対 話 行 為の流 れを適

切 に制 御 しっっ ，ユーザのパ ーソナリティ質 問に回 答 し，か っユーザ 発 話 の話 題 に関 連 し

た発 話 を生成 する必要 がある．さらに ，構 築 した雑 談 対 話 システムを評 価 する上では，高コ

ストな人 手 の主観 評 価 に依 らず ，自動 的 に低 コストで評 価 できることが望 ましい ．

本 研 究では，上 記 の要 求に対 し，以 下 の4っ の要 素 技術 にっいて論 じた．1っ 目は，ユ

ーザの対 話 行 為 に対 してシステムが 出 力すべき対 話 行 為 を適 切に推 定 する，対 話 制 御 に，

関する研 究である．提 案法 は，人 同 士 の対 話 データに付 与 された満 足 度 に基 づいてシス

テム対 話 行 為推 定 モデルを学 習することで，より満 足 度の 高い対 話 が可 能 となることを示し

た．2つ 目は，システム 自身 のパ ーソナリティを問う質 問に対 する応 答 生 成 に関 する研 究で

ある．大 量に収 集 したパ ーソナリティ質 問 ・応 答 対 に基 づく適 切 な質 問応 答 システムとともに，

パ ーソナリティ質 問 自体 についての分 析 を示 した．3つ 目は ，任 意 の話題 を持 っユーザ 発

話 に対 して関 連 する発 話 を生 成 するオー プンドメイン発話 生 成 に関 する研 究 である．提 案

法 はコーパス中 の係 り受 け関係 に着 目す る，自動 的 に関連 話 題 を含 む発 話 の生 成 を可

能とした．4つ 目は雑 談 対 話 システムを自動 的 に評 価 する枠 組 みに関する研 究である．提

案 法 は，所 与 の発 話 集 合 に対 して，正 例 ・負例 を含む大 量 のリファレンス発 話 を収 集 してお

き，あるシステムが 出 力 したシステム発 話 集合 とリファレンス発 話 との文 間 距 離 を計 算 するこ

とで ，システム発 話 集 合 の 自然 性を自動 的 に評 価 することを可 能とした．

これらの成 果 は，従 来 技術 では本 質 的 に解 決 困難 であった問題 に対 する解 決 策を示 し

ており、これらの結 果は3編 の学 術 論 文 、10編 の査読 付 き国際 会 議 論 文 として発 表 してい

ることから、研 究 業績 として非 常に高く評 価 できる．以 上 、本 博 士 論 文 の審 査 を行 い ，本 論

文 は，博 士 論 文 （工 学 ）とじて十分 な価 値 があるものと判 断 した．


